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市
の
平
成　

年
の
農
業
産
出
額
は
、　

億
７
０
０
０

１８

９２

万
円
と
県
下
第
３
位
と
な
っ
て
い
ま
す（
表
①
）。
そ
の

内
訳
で
、
最
も
多
い
の
が　

％
を
占
め
る
肉
用
牛
・
乳

６０

用
牛
や
養
鶏
等
の
畜
産
で
、
次
に
果
実
、
米
、
野
菜
が

そ
れ
ぞ
れ　

％
余
り
と
な
っ
て
い
ま
す
（
グ
ラ
フ
①
）。

１０

こ
の
こ
と
か
ら
、
市
の
農
業
生
産
額
と
し
て
は
畜
産
が

主
体
と
い
え
ま
す
が
、
そ
の
約
８
割
が
企
業
経
営
を
中

心
と
す
る
養
鶏
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

経
営
耕
地
面
積
か
ら
は
、
米
、
果
実
、
野
菜
な
ど
が

中
心
と
い
え
、
特
に
ブ
ド
ウ
と
ト
マ
ト
に
つ
い
て
は
、

共
に
県
下
最
大
の
産
地
と
な
っ
て
い
ま
す（
表
②
）。
ブ

ド
ウ
に
つ
い
て
は
、
ピ
オ
ー
ネ
の
作
付
け
を
積
極
的
に

推
進
す
る
と
と
も
に
、
販
売
促
進
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ト
マ
ト
は
、
備
中
町
に
最
新
の
設
備
を
導
入
し
た

選
果
場
が
整
備
さ
れ
、
効
率
的
な
選
果
作
業
に
よ
り
有

利
販
売
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
総
農
家
戸
数
の
推
移
を
見
る
と
、
平
成
２
年

に
は
５
８
３
７
戸
だ
っ
た
の
が
、
平
成　

年
に
は
４
２
２

１７

４
戸
と　

年
間
で
３
割
近
く
減
少
し（
グ
ラ
フ
②
）、
特

１５

 
数
字
で
見
る
市 
の
農 
業

高
梁
市
の
農
業

高
梁
市 
の 
農 
業

高
梁
市
の
農
業

高
梁
市 
の 
農 
業

〜
現
状
と
そ
の
取
り
組
み
〜

〜
現
状
と
そ
の
取
り
組
み
〜

特
集

　

市
の
農
業
は
、
中
山
間
地
域
に
位
置
す
る
た
め
、
一
農
家
当
た
り

の
経
営
耕
地
面
積
は
小
さ
く
、
生
産
性
も
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
不
利
な
地
勢
に
加
え
、
主
要
作
物
で
あ
る
米
価
格
の
下
落
や

産
地
間
競
争
の
激
化
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
な
ど

か
ら
耕
作
放
棄
地
も
増
え
る
な
ど
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
こ
の
よ
う
な
条
件
の
中
で
展
開
さ
れ
て
い
る
農
業

を
取
り
上
げ
ま
す
。
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に
農
産
物
の
販
売
を
行
っ
た
農
家
は　

％
近
く
減
少
す

５０

る
な
ど
、自
給
的
な
農
家
の
割
合
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
経
営
耕
地
面
積
に
対
す
る
耕
作
放
棄
地
の
割

合
を
見
て
も
、
平
成
２
年
に
は　

・
０
％
だ
っ
た
の
が
、

１２

平
成　

年
に
は　

・
１
％
と
増
加
し
て
い
ま
す
。

１７

２１

　

市
が
昨
年
行
っ
た
調
査
で
は
、
ほ
場
・

・

整
備
済
み
の
農

地
で
も
、
そ
の
約　

％
の
農
地
が
耕
作
さ
れ
て
い
な
い

１０

実
態
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
市
の
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
過
疎

化
や
高
齢
化
、
そ
れ
に
伴
う
労
働
力
不
足
に
よ
る
経
営

耕
地
面
積
の
減
少
と
耕
作
放
棄
地
の
増
加
な
ど
、
多
く

の
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
農
産
物
の
販
売
農
家
の
減
少
を

食
い
止
め
る
た
め
に
、
農
業
の
担
い
手
や
優
良
な
農
地

を
い
か
に
し
て
確
保
す
る
か
が
緊
急
の
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

畜産�
60.0％�果実�

12.6％�

米�
12.4％�

野菜�
11.9％�

その他 3.1％�

■農業産出額県内ランキング（表①） (単位：千万円)

計その他畜産果実野菜米

２,２８１２２３３４６３６７４１９９２６岡山市

１,２６１６１２８３３９６２１７３０４倉敷市

９２７２９５５６１１７１１０１１５高梁市

８２１５４３６４４１１３９２２３真庭市

７４８４８２８８１８７１３２３津山市

■ピオーネ・トマト作付面積県内ランキング（表②）

県内割合
（％）

作付面積
（ha）

１４.６ １３２ 高梁市

１４.５ １３１ 岡山市

９.８ ８９ 新見市

８.６ ７８ 井原市

７.８ ７１ 津山市

ピオーネ

県内割合
（％）

作付面積
（ha）

１９.７２６高梁市

１３.６１８真庭市

１２.１１６新見市

６.８９津山市

６.１８岡山市

トマト

※上記表・グラフは岡山農林水産統計年報（平成１８年）

■総農家戸数と耕作放棄地率の推移（グラフ②）
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耕作放棄地率 岡山県�

　　　　　　　　　　　　　　　　　※農林業センサス（農水省）

耕作放棄率＝耕作放棄地面積÷（経営耕地面積＋耕作放棄地面積）

■高梁市の農業産出額内訳（グラフ①）


